
パナソニックの受賞技術のご紹介
パナソニックの研究・開発活動は国内外から高い評価を頂いております。
２０２２年に表彰を受けました代表的な技術業績をご紹介いたします。
詳しい技術内容は当社ウェブサイト「技術表彰」をご覧下さい。

　高齢者や障がい者などあらゆる人が自分の能力、感性を生かし、最期まで
自分らしく暮らせることを目指して、それぞれの人の身体能力や感性を最大
限に引き出すロボット制御技術を開発した研究です。具体的な実績として、
生活支援ロボット、リハビリテーションロボットなど医療や福祉の現場で活躍
するサービスロボットの事例を挙げました。例えば、重度の障がい者向けの
電動車いすの開発では、残存している機能をセンシングして、独自の信号処
理を行うことで、正確な意図を示す信号、つまり行きたい方向を推定できる
システムを独自に開発しました。さらに、ロボットを動かすだけではなく、「足
をこう動かせば、右と認識される」というようなロボットの認識状態を利用者
側に状況をリアルタイムにフィードバックするようにしています。人からロボ
ットへ、ロボットから人へ、互いに正確な情報を伝達し合うことで、人の身体能
力、感性を最大限に引き出せるロボットの実現を目指しています。

https://holdings.panasonic/jp/corporate/technology/awards.html

『生体特性を利用したロボット制御と医療福祉応用に関する研究』

令和４年度 文部科学大臣表彰 若手科学者賞　　　令和４年度 文部科学大臣表彰 若手科学者賞　　　令和４年度 文部科学大臣表彰 若手科学者賞　　　令和４年度 文部科学大臣表彰 若手科学者賞　　　

安藤 健 ＜マニュファクチャリングイノベーション本部＞　

　近年、通信速度の高速化や通信データの増加に伴い、基地局やサーバー
等デジタルインフラ市場に使用されるCPUへの電流が増加し、その周辺に
配置されるコンデンサへの、大容量化、高温耐性・長寿命の要求が年々高ま
っています。
　そこで固体電解質である導電性高分子を、環境負荷が低い独自の材料と
工法で形成することにより、高温耐性・長寿命化対応高性能アルミニウム固
体電解コンデンサを開発しました。また、アルミ箔の加工から最終製品まで
一貫した独自生産プロセスの開発と、箔の表面積拡大、及び抵抗低減に向け
た導電性高分子膜を実現することで、他社の追随を許さない高い競争力を
グローバル規模で獲得しております。
　今後、基地局やサーバーなどの情報通信インフラ市場において、更なる高
温環境下でのコンデンサ需要の高まりが想定されます。電圧印加及び温度
変化に対する静電容量の安定性に優れた、高温耐久性・長寿命のコンデンサ
の開発を進め、グローバルな情報化社会の発展に貢献します。

『導電性高分子を採用したデジタルインフラ向け高性能アルミニウム固体電解コンデンサの開発』

令和３年度（第６８回） 大河内賞 大河内記念生産特賞令和３年度（第６８回） 大河内賞 大河内記念生産特賞令和３年度（第６８回） 大河内賞 大河内記念生産特賞令和３年度（第６８回） 大河内賞 大河内記念生産特賞

パナソニック株式会社



　パナソニックは電動自動車の高電圧バッテリ制御用途として、1997年に世界
初の水素封止カプセル型直流高容量リレー「EVリレー」を実用化しました。以
降、電動自動車の高電圧システム進化に伴うリレーの諸課題に対し、以下の技
術開発を行いました。
（１）リチウムイオン電池の短絡時にリレーの接点開離を抑制する高短絡耐量技術、

および車両走行時・減速時の異常電流遮断を実現した順逆同等遮断技術
（２）高出力の新開発小型有極電磁石および接点発熱制御により、電気自動車

に必要な大電流連続通電を業界最小サイズで実現した小型高通電技術
　これらの開発技術により、大電流通電、高容量遮断、高短絡耐量など直流高
容量リレーに求められる性能を小サイズで実現し、グローバルで幅広く採用さ
れていることが高く評価されました。また、本技術は電気自動車の急速充電器
など直流制御用途への幅広い展開が期待されます。

　カーボンニュートラルの実現に向けて、電力変換時の損失を大きく低減可能な
GaNやSiCなどのワイドバンドギャップ半導体を用いたパワーデバイスの普及が大
いに期待されています。今回、新たに酸化物気相成長法 (OVPE: Oxide Vapor 
Phase Epitaxy)を開発し、従来技術では困難であった、GaNパワーデバイス（特
に大電流用途で有利な縦型デバイス）の実用化に必須となる、電気抵抗が低く、か
つ結晶品質が高いGaN単結晶ウェハを実現しました。
　OVPE法の最大の特徴は、反応ガスに酸化物（Ga2O）を用いる点です。これによ
り、低抵抗かつ高品質な結晶成長が可能となるだけでなく、原理的に固体の副生成
物が発生しないため、装置内部や排気配管が閉塞することなく長時間・厚膜成長が
可能であり、GaN単結晶ウェハの製造コストの低減も実現します。

  電気科学技術奨励賞
『低抵抗かつ高品質なGaN単結晶ウェハ製造技術の開発』

滝野 淳一、隅 智亮、岡山 芳央＜マニュファクチャリングイノベーション本部＞

『電動車向け水素封止カプセル型直流高容量リレーの開発』

尾﨑 良介、西村 司、坂井 智史＜パナソニック株式会社 インダストリー社＞

第７０回 電気科学技術奨励賞第７０回 電気科学技術奨励賞

  電気科学技術奨励賞並びに文部科学大臣賞
『920MHz帯 空間伝送型ワイヤレス電力伝送システムの開発と実用化』

谷 博之＜マニュファクチャリングイノベーション本部＞
田中 勇気＜株式会社パナソニック システムネットワークス開発研究所＞、他機関と共同受賞

　近年、センサをはじめとする情報機器の数が増加しており、電池交換・充電や電
源配線が課題となっています。この課題を解決するため、マイクロ波による空間伝
送型ワイヤレス電力伝送システムの開発に取り組んできました。送電機からの送
電出力は送電アンテナを経由してマイクロ波として空間へ放射され、空間を伝搬し、
受電アンテナに到達します。受電アンテナにより受電されたマイクロ波は受電回路
により直流に変換され、安定化された後、センサ等へ電力供給されます。このシス
テムを一般環境下で利用するためには、人体や他の通信機器への影響を考慮し、
送電出力は1Ｗ以下に制限されています。今回の受賞は、小型高効率受電アンテ
ナ技術、高効率受電回路技術により、この小電力送電において、最大10メートル先
(従来比5倍)のセンサ等の機器を動作させるシステムを確立しました。さらに、より
広い空間で高い電力を伝送するため、複数の送電機を用いた分散協調型送電技術
を開発しました。

（公財）市村清新技術財団　第５４回 市村産業賞 貢献賞（公財）市村清新技術財団　第５４回 市村産業賞 貢献賞



(一社)日本電機工業会 　第７１回 電機工業技術功績者表彰(一社)日本電機工業会 　第７１回 電機工業技術功績者表彰

　ロボット配送ソリューションの社会実装に向けて、公道走行対応の自動搬送
ロボットと、複数ロボットを遠隔から監視・操作する遠隔管制システムを開発し
ました。Fujisawa SST内の住宅街を実証の場として、パナソニック ホールデ
ィングス株式会社、Fujisawa SSTマネジメント株式会社と地域住民・店舗と
が一体となって、ロボット配送サービスの社会実証を進めながら、住宅街で人
と共存する公道走行、遠隔操作者１名で4台同時のフルリモート型走行を実現
しました。2020年から複数の実証実験を重ね、2022年5月からFujisawa 
SST内での定期サービス「湘南ハコボモール」を開始、さらに他事業者との連
携により他地域でのサービスへの適用も始めています。また、2022年2月に
関連企業7社とともに一般社団法人ロボットデリバリー協会を設立し、安全な
サービスの普及にも貢献しています。

　近年、おうち時間の増加も影響し、生活空間の清潔性や快適性に対する関
心が高まってきています。「ナノイー」は高反応物質であるOHラジカルが含
まれており、脱臭や除菌、花粉等のアレル物質抑制に効果があることが解って
います。そこで、現行のナノイーXデバイスに対して効果の即効性を高め、よ
り清潔で快適な空間を提供するためにOHラジカル量の増大に取り組んでき
ました。
　今回、OHラジカルの生成領域を拡大した新放電方式（ラウンドリーダ放電）
の開発により、効果の元となるOHラジカルの生成量を従来ナノイーX比10倍
(従来ナノイー比100倍)にアップした革新的デバイスを開発しました。併せて
空気環境における社会不安対象である花粉やダニのアレル物質、室内の付着臭
に対して効果検証を実施し、抑制効果の飛躍的なスピートアップを実現しました。

　第１０回 日本ロボット大賞　第１０回 日本ロボット大賞

  日本機械工業連合会会長賞 『X-Area（クロスエリア）ロボット配送サービス』

パナソニック ホールディングス株式会社、他機関と共同受賞

優秀賞『新放電方式（ラウンドリーダー放電）で、OHラジカル生成量「100倍」を
 実現した新「ナノイーX」デバイスの開発』（家電部門）

青野 哲典、滝川 裕基、今井 慎 ＜パナソニック株式会社 くらしアプライアンス社＞

　近年、手軽なコードレススティック掃除機の需要が伸長しているが、スティッ
ク掃除機を使用して掃除をする際に感じるストレスとして、ノズルやダストボッ
クスなどのお手入れ・ゴミ捨てに対する負担があります。この度、以下の３点を
実現し、掃除中のみならず、掃除準備から後片付け、さらに掃除機のお手入れ
までの負担を大幅に軽減できるセパレート型スティック掃除機を国内で初め
て実現しました。
①スティック本体から集塵部を分離し、溜まったごみはクリーンドックへ自動
吸引させるシステムの構築

②スティック掃除機から余分なものをそぎ落とすことで手元重量を
0.45kgに、「からまないブラシ」も従来比約25%の軽量化

③クリーンドックには紙パック式を採用し、ナノイーXを放出する脱臭機能
を搭載することで、紙パック内を除菌・気になる臭いを徹底軽減

優良賞『国内初掃除後のゴミを自動で収集するセパレート型スティック掃除機
 の開発』（家電部門）

堀部 勇、水野 陽章、赤瀬 美樹 ＜パナソニック株式会社 くらしアプライアンス社＞

マルチリーダ放電(現行品) ラウンドリーダ放電



２０２２年１月～１２月の受賞業績を掲載　受賞者所属は受賞時のもの
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他の主な技術関連社外受賞

(一財）省エネルギーセンター
令和3年度 省エネ大賞「省エネ事例部門」 省エネルギーセンター会長賞
ビル関係者の一体活動によるエネルギー使用量半減達成と新時代の
施設ニーズへの対応
令和3年度 省エネ大賞「製品・ビジネスモデル部門」 経済産業大臣賞（家庭分野）
人に寄り添う美肌うるおいシステム『給水フリー加湿＆新ナノイーＸ』搭載エアコン

奨励賞 重電部門
プログラムタイマー GPS・長波 マルチ対応型の開発-

経済産業省
令和4年度 産業標準化事業表彰・産業技術環境局長表彰
産業標準化貢献者表彰

（公社）発明協会
令和4年度 中国地方発明表彰 発明奨励賞
「スイッチ（特許第6435500号）」
「固液ハイブリッド電解コンデンサ（特許第5879517号）」

（公社）発明協会
令和4年度 九州地方発明表彰 宮崎県発明協会会長賞
錠駆動装置及び自転車錠装置（特許第6839852号）

（公社）発明協会
令和4年度 中部地方発明表彰 発明奨励賞
液体微細化装置（特許第6476422号）

（公社）発明協会
令和4年度 近畿地方発明表彰　
日本弁理士会会長賞
セルロースファイバー複合樹脂成型体（特許第6545145号）

（一社）日本機械学会
2022年 ROBOMECH表彰（学術研究分野）
袋内のMR流体に磁束を伝播する磁性ピンアレイグリッパ機構

（一社）日本光学会 光設計研究グループ
2022年 第25回 光設計賞
光設計優秀賞
狭配光・高効率光学系による光害対策屋外照明の開発
光設計奨励賞
空間・波長符号化フィルタによる高感度ハイパースペクトルカメラの開発

大阪発明協会会長賞
太陽光発電の効率的な自家消費給湯システム（特許第5025834号） 

令和3年度 省エネ大賞「製品・ビジネスモデル部門」 省エネルギーセンター会長賞
「住宅用加湿機能付き全熱交換型換気システム」
「地熱利用エコナビ換気システムＨＥＰＡ＋を搭載したＺＥＨ住宅」

(一社）日本電機工業会
2022年度 第71回　電機工業技術功績者表彰
奨励賞 家電部門
「業界奥行最薄で省スペースを追求した「リフトアップオープン」搭載の卓上型食器洗い乾燥機」
「熱交換気ユニットと天井埋込形空気清浄機の連動運転による住宅用熱交換気システム」

（一社）大阪工研協会
令和4年度 第72回 工業技術賞
In-situ実装ひずみセンシングによるデバイス接合検査システム

（一財）エンジニアリング協会
2022年度 第14回 エンジニアリング奨励特別賞
無人化・自動化建設機械の安全運行支援システム開発チーム

（公社）自動車技術会
2022年度 ITS標準化活動功労者
国際標準化機構（ISO）の高度道路交通システム（ITS）に関する専門委員会
（TC204）において、交通管理分科会（WG9）のエキスパート

パナソニック アドバンストテクノロジー（株）
（他機関と共同受賞）

朝田　將＜パナソニック コネクト（株）＞

後藤 惇、新海 清恭＜パナソニック（株）くらしアプライアンス社＞
東条 匠、服部 慎也、佐々井 亨＜パナソニック エコシステムズ（株）＞

清水 俊克＜パナソニック（株）エレクトリックワークス社＞

生田 敬子、糸井 清一、櫻井 大輔
＜マニュファクチャリングイノベーション本部＞

技術企画室
パナソニック ホールディングス株式会社

小川 満、三好 武博＜パナソニック サイクルテック（株）＞
長谷川 昭典＜元パナソニック サイクルテック（株）＞
（他機関と共同受賞）

福本 将秀、近藤 広幸、本多 正人、重信 剛也
＜パナソニック エコシステムズ（株）＞

パナソニック（株） エレクトリックワークス社、
パナソニック ファシリティーズ（株）

パナソニック エコシステムズ（株）（他機関と共同受賞）
パナソニック ホームズ（株）

パナソニック（株）　空質空調社

片岡 義幸、中村 匠汰、森 祐太
＜パナソニック スイッチギアシステムズ（株）＞

松浦　裕之＜パナソニック（株）事業開発センター＞

道路 国雄、中田 大輔＜パナソニック インダストリー（株）＞
青山 達治、古澤 茂孝、佐々木 英弘
＜パナソニック インダストリー（株）＞

金田 侑、西谷 誠治、戸島 亮
＜マニュファクチャリングイノベーション本部＞（他機関と共同受賞）

浜辺 理史＜マニュファクチャリングイノベーション本部＞
三上 正晃＜プライムプラネットエネジー＆ソリューションズ（株）＞
黒宮 孝雄＜パナソニック エナジー（株）＞

林田 岳＜パナソニック（株）空質空調社＞

高田 和政、荒木 要介
＜マニュファクチャリングイノベーション本部＞
平井 純、海路 博司、濱野 博司
＜パナソニック（株）エレクトリックワークス社＞

八子 基樹、山岡 義和、石川 篤＜テクノロジー本部＞




